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が存在しない非領国地域所在の一宮はもちろん、近世に入り新しく﹁国主﹂が成立した地域にお ても、そのも における一宮のあり方は一律ではなく その存在形態は﹁国主﹂の来歴などに規定されて、やはり多様なものだったと考えられる。︵注︶１
　
井上寛司﹃日本中世国家と諸国一宮制﹄
︵岩田書院、二〇〇九年︶
。
２
 　
上
島
享﹃
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版
会、
二
〇
一
〇
年
︶、
とくに第一部第一章第五節で、井上説の批判的な継承を試みている。
３
　
榎原雅治﹃日本中世地域社会の構造﹄
︵校倉書房、二〇〇〇年︶
。
４
　
井上前掲注１書、二〇五頁。
５
 　﹁
本
社
文
書
﹂︵﹃
岡
山
県
史
　
編
年
史
料
﹄
一
四
〇
五
号、
以
下﹃
編
年
﹄
一
四
〇
五
号と略記︶
。
６
　﹁本社文書﹂
︵﹃編年﹄一八八三号︶
。
７
 　﹁
本
社
文
書
﹂
二
二︵
﹃
吉
備
津
彦
神
社
史
料
　
文
書
篇
﹄
吉
備
津
彦
神
社
社
務
所、
一九三六年所収、以下﹃吉備津彦﹄所収と略記︶
。なお、
﹃吉備津彦神社御田
植祭﹄
︵吉備津彦神社御田植祭記録保存委員会、一九七九年︶
四四～五三頁に、
藤井駿が図版と対照させた翻刻を掲載している。
８
　﹁本社文書﹂三︵
﹃吉備津彦﹄所収︶
、榎原前掲注３書、二五五頁参照。
９
 　
榎
原
前
掲
注
３
書、
二
五
六、
二
九
一
頁、
中
世
諸
国
一
宮
制
研
究
会
編﹃
中
世
諸
国
一
宮
制
の
基
礎
的
研
究
﹄︵
岩
田
書
院、
二
〇
〇
〇
年
︶
四
六
五
～
四
七
〇
頁︵
備
前
国
の項、榎原執筆︶
。
10 　﹃岡山県の地名﹄
︵平
凡社歴史地名大系、
一九八八年︶を参考にした。なお、
﹁
一
宮
社
法
﹂
に
み
ら
れ
る
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
他
の
村
名
に
つ
い
て
も、
同
書
を
参
考に漢字をあてた。11　﹁飯野八幡宮文書﹂
︵﹃編年﹄一三二五号︶
。
12 　
以上、
﹁奈良津村﹂ないし﹁楢津村﹂は﹁寛永備前国絵図﹂
﹁正法郷帳﹂に
現
れ
る
が、
そ
の
の
ち
貞
享
三
年︵
一
六
八
六
︶
に﹁
東
楢
津
村
﹂
に
改
め、
中
楢
津・
西
楢
津
を
枝
村
に
し
た
と
い
う︵
﹃
岡
山
県
の
地
名
﹄
前
掲
注
10、
五
五
二
頁
︶。
ま
た、
三野村
︵同五二九頁︶
と
﹁平瀬村﹂
︵同五四五頁︶
の村名は
﹁寛永備前国絵図﹂
が
初
見、
﹁
さ
い
き
上
下
村
々﹂
は
慶
長
十
年︵
一
六
〇
五
︶
の﹁
備
前
国
高
物
成
帳
﹂
では﹁佐伊木庄下村﹂
、﹁寛永備前国絵図﹂では﹁市場村﹂
、﹁正保郷帳﹂では
﹁佐伯市場村﹂であった︵同、三六八頁︶という。13　﹁萩藩閥閲録﹂巻廿九︵
﹃編年﹄二二八九号︶
。
14　﹁萩藩閥閲録﹂巻廿九︵
﹃編年﹄二二八八号︶
。
15　﹃岡山県の地名﹄
︵前掲注
10︶四七四
頁。
16 　
榎原前掲注３書、
三八四、
三九七、
四二九頁など参照。なお、
Ａ﹁一宮社法﹂
にみえる村名表記については、同書二九一頁以下も検討を試みている。17　﹁一祢宜小山家文書﹂一︵
﹃吉備津彦﹄所収︶
。
18　﹁本社文書﹂四三︵
﹃吉備津彦﹄所収︶
。
19　﹁本社文書﹂四四︵
﹃吉備津彦﹄所収︶
。
20　﹁一禰宜小山家文書﹂一
﹃吉備津彦﹄所収︶
。
21　﹁本社文書﹂三四︵
﹃吉備津彦﹄所収︶
。
22 　
就
実
女
子
大
学
近
世
文
書
解
読
研
究
部
編
纂﹃
備
前
記
全
﹄︵
備
作
史
料
研
究
会、
一九九三年︶
。該当記事は三七頁所載。
23 　﹁大守家文書﹂九︵
﹃岡山県古文書集﹄四、
六三頁︶
。
24 　
万
治
二
年︵
一
六
五
九
︶
四
月
十
三
日
付﹁
大
守
光
隆
幡
頭
申
付
状
﹂︵﹁
本
社
文
書
﹂
六二、
﹃吉備津彦﹄所収︶
。同史料では、
備前吉備津宮の社務と考えられる﹁大
守筑後守光隆﹂が﹁国主﹂の呼称を用いてい 。25 　
深谷克己
﹁近世における教諭支配﹂
︵岡山藩研究会編
﹃藩世界
の意識と関係﹄
岩田書院、二〇〇〇年︶一七二頁など参照。26 　
松田氏と吉備津宮の連携は、鎌倉期元徳二年︵一三三〇︶の争論時にさか
のぼる可能性もあるという。榎原前掲注３書、二四六頁参照27 　
文亀二年︵一五〇二︶
﹁備前吉備津彦神社縁起写﹂
、年未詳﹁備前吉備津彦
神
社
縁
起
写
断
簡
﹂、
延
宝
五
年︵
一
六
七
七
︶﹁
備
前
吉
備
津
彦
神
社
縁
起
写
﹂、
年
月
日未詳﹁備前吉備津彦神社旧記断簡﹂
︵以上、
﹁本社文書﹂一～四、
﹃吉備津彦﹄
所収︶
。
28　
前掲注８参照。
備前吉備津宮からみた一宮制
（ 27 ）
29　
藤井学﹃法華文化の展開﹄
︵法蔵館、二〇〇二年︶五九、三二七頁参照。
30 　﹁中山神社文書﹂一二︵
﹃岡山県古文書集﹄三、
二八〇頁︶
。
31 　﹁中山神社文書﹂一三︵同右、二八一頁︶
。
32 　
以上、
﹃岡山県史﹄
第六巻近世一
︵岡山県、
一九八四年︶
第一章第三節一
﹁森
忠政の入封﹂
︵三好基之執筆︶を参照。
33 　
井上前掲注１書、一九頁。
34 　
慶
長
九
年︵
一
六
〇
四
︶
十
二
月﹁
池
田
照
直︵
利
隆
︶
社
領
寄
進
状
﹂、
延
宝
六
年
︵一六七八︶正月﹁池田綱政社領寄進状﹂
、宝永七年︵一七一〇︶六月﹁池田
綱政社領寄進状﹂
︵﹁本社文書﹂三八、七〇、八四、
﹃吉備津彦﹄所収︶など。
35 　
斎
藤
夏
来﹁
近
世
大
名
池
田
家
の
始
祖
認
識
と
画
像
﹂︵﹃
歴
史
学
研
究
﹄
七九二、二〇一二年︶
。
付記
　
本稿は、田淵光が二〇一四年一月に岡山大学大学院教育学研究科に提出
した修士論文﹁中近世移行期における一宮制の実態─備前国一宮吉備津彦神社を
中
心
と
し
て
─
﹂
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る。
執
筆
分
担
は、
﹁
は
じ
め
に
﹂
と﹁
お
わ
りに﹂が斎藤、本論が田淵であるが、斎藤が 部加筆した。

